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はじめに

本稿は、筆者が2012年に上智大学に提出した学位請求論文の一部であるとともに、その後に発

表した２本の論文（久保 2014、2015）ならびに2015年11月に上智大学で開催された科研「検証 

アンコール・ワットへの道」第10回研究会での報告内容を再編成したものである。

プレア・カンは、アンコール朝の最大版図を築いたジャヤヴァルマン７世統治期の寺院複合施

設で、1191年頃の創建とされる（図１）。寺院は東を正面とし、東西約800m、南北約700mとい

う大規模な敷地を持つ。同心矩形状に配された４重の周壁の各辺中央部には塔門が配され、一番

内側を巡る第１周壁内の中央主祠堂の周囲には、経蔵や副祠堂等、いくつもの施設群が配されて

いる。第２周壁と第３周壁の間の敷地の南側、西側、北側には、いくつかの施設を周壁で取り囲

んで形成された副次的伽藍とも呼びうる小規模な複合施設が配されている。

クメール寺院建築の尊像配置
―プレア・カン寺院のリンテルに表現された禅定印仏坐像―

日本学術振興会特別研究員 PD

久保真紀子

図１　プレア・カン伽藍全体、第３周壁以内（EFEO 作成図面をもとに筆者が作成および加筆した）
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1939年、フランス極東学院による整備作業中に、プレア・カン敷地内から高185cm、幅58cm、

奥行58cmの砂岩製の四角柱が発見された。４面にはそれぞれ72行のサンスクリット語碑文が刻

まれ、この碑文についてはこれまでにセデスやマクスウェルら碑文研究者が仏語訳や英語訳を発

表している 1）。また、この碑文には、西暦1191年頃この寺院の中央主祠堂に本尊が安置されたと

する記述がみられることから、この寺院の創建年代を記したものとして、プレア・カン創建碑文

とも呼ばれる（以下、創建碑文とする）2）。

この創建碑文でとくに注目すべき点は、寺院伽藍の特定の場所に特定の尊像を安置したとする

尊像配置の記述や、安置した尊像の数に関する記述（史料１）であり、建造者ジャヤヴァルマン

７世がこうした尊像配置によって何らかの世界観を表現しようとしたことが分かる。ただし、創

建碑文中に登場する尊像名からは、安置された彫像の像容や詳細な配置構成を読み取ることは困

難である。本稿では、プレア・カンで確認された諸資料をもとに、この寺院伽藍に実際に表現さ

れた尊像配置を類推し、そこに表現されたジャヤヴァルマン７世の宗教的・政治的世界観と、そ

れが寺院建造過程において変容するプロセスについて考察する。

１．本研究の資料と目的

寺院伽藍内に祀られた尊像を類推するための資料として、寺域で発見された丸彫の彫像、彫

像を安置するための台座、出入口枠に刻まれた碑文（以下、出入口枠碑文とする）、そして、出

入口構成部材に浮彫された装飾（以下、出入口装飾とする）が考えられる（図２、３、４、５）。

筆者は、これまでの現地調査でプレア・カンにおけるこれらの資料を収集し、それぞれの資料に

ついて彫像の尊格を類推するにあたっての有用性と限界を検証した。そのうち、祀られた尊格を

最も直接的に知りうる資料は、寺院内に祀られた丸彫の彫像である。しかし、伽藍内に安置され

た彫像のほとんどは遺失しており、遺跡内で確認できるものはごくわずかであるため、彫像から

尊像配置を知ることは難しい。そこで、寺院伽藍を構成する各施設の出入口装飾を主要な資料と

して取り扱い、丸彫の彫像と台座、出入口枠碑文といった諸資料を補足的に用いることで、プレ

ア・カンの尊像配置を推測することにした。出入口に浮彫された図像は、その出入口の室内に安

置されたであろう彫像の尊格を表象している可能性があり、間接的であるにせよ網羅的に伽藍全

体の尊像配置を類推できる有用な資料と考えられる。

ジャヤヴァルマン７世統治期のクメール寺院建築の出入口は、一般的に、ペディメント、リン

テル、コロネット、ピラスター、出入口枠といった構成部材からなり（図６）、各部材にそれぞ

れ尊像や説話図といった図像、および花文様や葉文様といったさまざまな文様が浮彫されている。

本研究の１つ目の目的は、これら出入口装飾に表された図像の主題を特定し、その配置構成につ

いて考察することによって、創建碑文における尊像配置の記述との整合性を検証することとする。

また、プレア・カンの大伽藍は、創建碑文が奉納されたとされる1191年以降も度重なる増改築

を繰り返して形成されたことが、美術史や建築史あるいは岩石学の分野における先行研究で指摘

1） Cœdès 1941; Maxwell 2007b

2） マクスウェルはこの碑文のことを “Preah Khan: Foundation stele”や “Preah Khan foundation inscriptions”と

表現している（Maxwell 2007b: 2, 13）。
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されている。本研究のもう１つの目的は、出入口構成部材に表されたさまざまな図像や装飾文様

を出入口装飾というまとまりの諸要素として捉え、その様式的特徴を類型化し、プレア・カンの

寺院伽藍の建造過程を再検証することである。これらの検証によって、本研究では、プレア・カ

ンの寺院創建時と創建以降における尊像配置に込められた象徴的意味の変容およびその歴史的背

景を考察する。

２．出入口装飾の様式的特徴によるプレア・カンの寺院建造過程の再検証

出入口装飾の様式を分類するにあたって、プレア・カンの現地調査で確認された各施設にみら

れる増改築の痕跡を手掛かりに、出入口装飾の各部位の様式的特徴による類型を時系列に並べ、

それら装飾の図像表現や様式の変遷過程を整理した。そのうちペディメントの様式は、この寺院

の建造過程を通してほとんど変遷がみられなかった。一方、リンテルおよびピラスターには、装

飾パターンの様式や、繰型の形状や文様の組み合わせにいくつかの類型がみられ、その配置傾向

も確認できた。つまり、出入口構成部材の細部意匠は、それぞれ別個にその様式を変化させなが

ら、出入口全体として徐々にその様式が変遷していったと考えられる。

この出入口装飾の様式分類に基づき、プレア・カンの伽藍を構成する各施設の建造時期の前後

図２　ガネーシャ坐像 
（EFEO Archive No.17377）

図３　台座 図４　出入口枠碑文 

図５　出入口装飾 図６　出入口構成部材と名称（筆者作成）
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関係を整理し、伽藍全体として５つの時期区分を提示した 3）。この建造時期区分は、美術史 4）や

建築史 5）、あるいは岩石学 6）等の先行研究で提示されたものと多少の差異はあるものの、大部分

においてほぼ同様の結果を示している。各研究分野における時期区分の差異は、建造過程におけ

る採石時期と建造時期、彫刻が施される時期に時差が生じることによるものと考えられる。

３．創建期の出入口装飾の図像表現とその配置傾向

次に、創建期の伽藍に込められたジャヤヴァルマン７世の世界観について考えるため、プレ

ア・カンの出入口装飾に表された図像の配置傾向を整理する。プレア・カン創建期の伽藍全体を、

「伽藍中央部」（第１周壁とその内側の諸施設）、「伽藍東側」（第２周壁東塔門と第３周壁東塔門）、

「伽藍南側」（第３周壁南塔門と第３周壁内南側副次的伽藍）、「伽藍西側」（第３周壁西塔門と第

３周壁内西側副次的伽藍）、「伽藍北側」（第３周壁北塔門と第３周壁内北側副次的伽藍）および

「外周部」（第４周壁の４つの塔門）の６つの区分に分けると、各区域の出入口装飾に表現された

主な図像の主題は以下のとおりである。

伽藍中央部（図７～９、図30、付図１）

観音菩薩立像５例、禅定印仏坐像13例、ジャータカ図８例（ヴェッサンタラ・ジャータカ１例、

ムーガパッカ・ジャータカ２例、ブーリダッタ・ジャータカ２例、シヴィ・ジャータカ１例、シ

ーラーニサンサ・ジャータカ１例、サーマ・ジャータカ１例）。

3） この出入り口装飾の様式分類に基づく時期区分については、筆者の学位請求論文（久保 2012）で詳述して

おり、その後、2015年７月の日本建築学会東洋建築史小委員会で口頭発表した。本稿では紙幅の都合上その

詳細を示すことを控えるが、後日稿を改めて紹介したい。

4） Stern 1965

5） Cunin 2004, 2013

6） クニン・内田 2002

図７　観音菩薩立像 
（第１周壁東塔門リンテル）

図９　ヴェッサンタラ・ジャータカ 
（第１周壁西塔門崩落リンテル）

図８　ムーガパッカ・ジャータカ
（第１周壁南塔門）



− 157 −

伽藍東側（図10～12、付図２、３）

仏伝図１例（乳粥供養）、ジャータカ図３例（ブーリダッタ・ジャータカ１例、ヴェッサンタ

ラ・ジャータカ２例）、禅定印仏坐像４例、観音菩薩立像１例、般若波羅蜜多菩薩立像１例。

伽藍南側（図13、14、付図４、７）

禅定印菩薩坐像２例、仏伝図１例（降魔成道）、ジャータカ図２例（シヴィ・ジャータカ１例、

ムーガパッカ・ジャータカ１例）。

伽藍西側（図15～18、付図５、８）

ヴィシュヌ像６例（ヴィシュヌ立像２例、ガルダに乗るヴィシュヌ２例、アスラを追うヴィシ

ュヌ２例）、ヴィシュヌを中心としたヒンドゥー教の三神像１例、シヴァ像２例（踊るシヴァ１

例、放浪者としてのシヴァ１例）、クリシュナ伝説図13例（カーリヤを退治するクリシュナ２例、

アリシュタと戦うクリシュナ１例、ケーシンと戦うクリシュナ２例、カンサを殺害するクリシュ

図13　シヴィ・ジャータカ 
（第３周壁南塔門）

図14　降魔成道 
（第３周壁内南側副次的伽藍）

図11　ブーリダッタ・ジャータカ 
（第２周壁東塔門）

図10　乳粥供養 
（第２周壁東塔門）

図12　般若波羅蜜多菩薩立像 
（第３周壁東塔門）
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ナ４例、ゴーヴァルダナ山を持ち上げるクリシュナ４例）、『ラーマーヤナ』図５例（ラーマとハ

ヌマーンの出会い１例、ラーマと猿王スグリーヴァの同盟１例、ヴァーリンとスグリーヴァの争

い１例、アヨーディヤーへの凱旋１例）、行者坐像５例。

伽藍北側（図19～23、付図６、９）

シヴァを中心としたヒンドゥー教の三神像３例、シヴァ像２例（踊るシヴァ２例）、ヴィシュ

ヌ像８例（ヴィシュヌ坐像２例、アナンタに横たわるヴィシュヌ１例、アスラを追うヴィシュヌ

２例、ガルダに乗るヴィシュヌ２例、ヴィシュヌの超三界１例）、乳海撹拌図１例、クリシュナ

伝説図３例（ゴーヴァルダナ山を持ち上げるクリシュナ２例）、『ラーマーヤナ』図11例（シータ

ーの誘拐１例、ラーマと猿王スグリーヴァの同盟２例、ヴァーリンとスグリーヴァの争い２例、

ヴァーリンを殺すラーマ１例、シーターに会うハヌマーン１例、インドラジットの魔法で囚われ

たラーマとラクシュマナ１例、ランカー島の闘い１例、アヨーディヤーへの凱旋１例、シーター

図18　ゴーヴァルダナ山を持ち上げるクリシュナ 
（第３周壁内西側副次的伽藍）

図17　ガルダに乗るヴィシュヌ 
（第３周壁内西側副次的伽藍）

図15　カンサを殺すクリシュナ 
（第３周壁西塔門）

図16　カーリヤと戦うクリシュナ 
（第３周壁内西側副次的伽藍）
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の神明裁判１例）、行者坐像12例。

図23　アヨーディヤーへの凱旋 
（第３周壁内北側副次的伽藍）

図20　踊るシヴァ 
（第３周壁内北側副次的伽藍）

図22　シーターに会うハヌマーン 
（第３周壁内北側副次的伽藍）

図21　アナンタに横たわるヴィシュヌ 
（第３周壁内北側副次的伽藍）

図19　シヴァを中心としたヒンドゥー教の三神像 
（第３周壁内北側副次的伽藍）
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外周部（付図10～13）

観音菩薩立像４例、禅定印仏坐像４例。

これらの図像の配置傾向と、創建碑文の記述内容から読み取れる尊像配置、および出入口枠碑

文に記された尊像名の配置傾向とを比較すると、一定の整合性が確認できる（図24～26）。具体

的に、伽藍中央部の出入口装飾では、観音菩薩をはじめとした仏教図像が表されているとともに、

出入口枠碑文にはサンスクリット語の複数の語彙のあとにローケーシュヴァラ（観音菩薩、世界

図24　創建碑文の記述内容に基づく尊像配置（筆者作成） 

図26　出入口枠碑文に基づく尊像配置（筆者作成） 図25　出入口装飾に基づく尊像配置（筆者作成） 
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の支配者）という語尾が組み合わされた尊像名がみられる。伽藍東側と南側では、仏教図像が出

入口装飾に表されるとともに、出入口枠碑文にはジャヤヴァルマン７世の先代の王や両親、祖先

の名前に由来する尊像名がみられる。伽藍西側では、ヴィシュヌに関係する図像が出入口装飾に

みられたとともに、ヴィシュヌの乗り物ガルダや、ヴィシュヌの化身の１つであるラーマ等、ヴ

ィシュヌに関連する尊名が出入口枠に刻まれている。そして、伽藍北側には、とくにその中心部

においてシヴァに関係する図像の浮彫が出入口装飾に多く確認できるとともに、出入口枠碑文に

も、シヴァと関連する尊名が確認できる。このように、プレア・カンの伽藍内には、特定の区域

に特定の信仰の対象となる尊像が安置された可能性を、出入口装飾の図像表現や碑文の記述内容

から類推できる。

４．創建期と増改築期における出入口装飾に込められた意味の変容

プレア・カンでみられるリンテルの様式類型

次に、プレア・カンの建造過程に伴う出入口装飾の様式的特徴および図像表現に込められた意

味の変容について考察する。とくに、創建時と創建以降の増築時における変容を検証するため、

プレア・カンの第１周壁と周壁内施設群に多くみられる、中央に禅定印仏坐像を浮彫したリンテ

ルに着目したい。プレア・カンの第１周壁と周壁内施設群は、回廊状の周壁と、周壁各辺中央に

ある４つの塔門、周壁の四隅にある隅祠堂、中央主祠堂から四方へ伸びる列柱広間や列柱廊等の

主要施設群と、田の字形に区分された４つの敷地内に林立する副祠堂群によって構成される。

ここで、プレア・カンのリンテルに表された浮彫の類型を示しておきたい。リンテルに表され

た浮彫について、プレア・カン伽藍全体では３つの類型が確認できる（類型ⅰ、ⅱ、ⅲ）。まず、

類型ⅰは、リンテル中央下部にカーラあるいは植物文様を表し、その上部に葉状龕が配されてい

る。そして、葉状龕からリンテル両端に向けて左右に伸びる花綱は、上下に往復しながら伸びて

いる。左右の花綱上には一対の小さな葉状龕を表し、その龕内に仏坐像や供養者像等を浮彫して

いる（図27）。類型ⅱとⅲのリンテルは、中央下部にカーラあるいは植物文様を表し、その上に

葉状龕を表す点は類型ⅰのリンテルと共通するが、類型ⅱのリンテルは、その左右に下端部で渦

を巻く縦長の葉文様が並ぶ（図28）。長い葉文様の内側に、合掌する供養者像等が浮彫されてい

るものもある。類型ⅲのリンテルには、中央下部のカーラと葉状龕の左右に、大きな渦巻文様と

短い葉文様からなる装飾パターンが表されている（図29）。

こうした３つの類型を確認した上で、第１周壁と周壁内施設群でみられる禅定印仏坐像を浮彫

したリンテルに焦点を当てると、主要施設群で確認されたものには類型ⅰの特徴がみられ、副祠

堂群で確認されたものには類型ⅲの特徴がみられることが分かった。なお、類型ⅱのリンテルは

主要施設群の数箇所で確認できたが、それらの中央にはジャータカ図などが表され、禅定印仏坐

像が表されたものはみられなかった。

類型ⅰのリンテルに表された禅定印仏坐像は、全体として大きく表され、豊かな装身具を身に

着けた姿で表現される（図30）。仏坐像の背後に表された葉状龕は、切れ込みの深い１枚の葉を

かたどっており、龕の縁取りは表現されない。類型ⅲのリンテルに表された禅定印仏坐像は、装

身具を身に付けない簡素な姿で、小さく粗雑に表現されている（図31）。葉状龕は、三葉形アー

チ状の縁取りに囲まれ、縁取りの周りに小さな葉模様が連続している。
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図31　類型ⅲのリンテル中央 
の禅定印仏坐像

図30　類型ⅰのリンテル中央 
の禅定印仏坐像 

図28　類型ⅱのリンテル 

図29　類型ⅲのリンテル 

図27　類型ⅰのリンテル 
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禅定印仏坐像を浮彫したリンテルにみられる差異

プレア・カン創建碑文第35偈には、中央主祠堂に安置された本尊と、その周りに安置された

283体の尊像に関する記述があることから（史料１）、第１周壁と周壁内の施設群は、創建碑文が

刻まれた時点で、ある程度建造されていたことが推察される。そして、本稿第２章で述べたよう

に、出入口装飾の様式的特徴と第１周壁と周壁内の施設群で確認できる増改築の痕跡からこれら

施設群の建造過程を考えた結果、主要施設群と副祠堂群の建造時期に差異があり、５期の建造時

期区分の中で、主要施設群は寺院創建期に当たる第１～３期の半ばまでに建造され、副祠堂群は

創建以降の増改築期、とくに第３期後半～4期に建造されたことが分かった。つまり、主要施設

群にみられる類型ⅰのリンテルは、創建碑文が刻まれた時点ですでに制作されており、類型ⅲの

リンテルは、創建碑文が刻まれた後の増改築時に制作されたと考えられる。したがって、類型ⅰ

と類型ⅲの様式や表現の違いは、施設の建造時期およびリンテルの制作時期の違いに起因すると

考えてよいであろう。

５．碑文史料からうかがえるプレア・カンの建造意図

禅定印仏坐像のリンテルにおける様式的差異が建造時期の差異によって生じたものであるにし

ても、その背景には、建造時期の差異による建築様式全般の変遷や、時代が異なるごとに職人集

団による造作に差異が生じた可能性もまた十分に考えられる。ここではこれらの可能性を十分に

認めつつ、寺院建造者ジャヤヴァルマン７世の建造意図が創建期と創建以降の増改築期とで変容

した可能性について、創建碑文や出入口枠碑文の記述を読み解きながら検証する。

プレア・カン創建碑文第34偈（史料１）に記されているローケーシャとは「世界の主」という

原義を持つサンスクリット語であり、特定の尊格を表す言葉ではないが、碑文の記述内容からは、

ジャヤヴァルマン７世の父親の姿をしたローケーシャ像がプレア・カンの伽藍中心、つまり中央

主祠堂に安置されたことが読み取れる。また、これに続く第35偈から、このローケーシャは、ア

ヴァローキテーシャ、すなわち観音菩薩 7）でもあることが分かる 8）。こうした記述内容から、中

央主祠堂内に安置されたローケーシャ像には、ジャヤヴァルマン７世の父親ダラニーンドラヴァ

ルマン２世としての特性と、観音菩薩としての特性が与えられたことが読み取れる。

また、プレア・カンでは、64カ所の出入口枠に古クメール語の短い碑文が確認されており、そ

れらはセデスやマクスウェルによってローマ字表記化および解釈がなされている 9）。主要施設群

で確認された14カ所の出入口枠碑文のうち９カ所で、ŉak sañjak（ネアック・サンジャク）の冠
称を与えられた個人名と、古クメール語で「世界の主」を意味する kamrateṅ jagat（カムラテ
ーン・ジャガット）という冠称を伴う尊像名が、「形」「姿」「像」を意味するサンスクリット語、

rūpa（ルーパ）によって繋がれた形式で記載されている。第１周壁東塔門で確認された碑文（史
料２）のように、カムラテーン・ジャガットの冠称を伴う尊像名には、語尾のローケーシュヴァ

7） 観音菩薩を指す一般的なサンスクリット語は Avalokiteśvara（アヴァローキテーシュヴァラ）だが、プリア・

カーンで発見された創建碑文や出入口枠碑文では、Avalokiteśa（アヴァローキテーシャ）や Lokeśvara（ロ

ーケーシュヴァラ）といった語で言い換えられている。

8） Cœdès 1941: 275; Maxwell 2007b: 34

9） Cœdès 1951; Maxwell 2007a
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ラの語と、他のサンスクリット語の語彙を組み合わせたものが多い。ローケーシュヴァラが「観

音菩薩」の他、「世界の支配者」の意味を持つことを考えると、これらの尊像名は、観音菩薩を

表すと同時に支配者ジャヤヴァルマン７世を表した可能性があり、観音菩薩と王に対する賛辞が

暗示されたと解釈できる。そして、その後にはネアック・サンジャクという冠称を伴った人物名

が続く。サンジャクは高官を意味することから10）、碑文が刻まれた出入口のある室内に、当時王

に仕えていた高官たちの姿を表した尊像が祀られたのかもしれない。そして、王朝直属の高官た

ちは、カムラテーン・ジャガットの冠称を戴く儀式によって尊格化され、その尊像が本尊ローケ

ーシャの周囲に安置されたと思われる。さらに、創建碑文にあるように、本尊ローケーシャには

ジャヤヴァルメーシュヴァラ（Jayavarma (n) īśvara → Jayavarmeśvara）という名前が与えられ
たことから（史料１、第34偈）、先の２つの特性に加えて、ジャヤヴァルマン７世自身としての

特性も与えられたと考えられる。高官の特性が与えられた尊像は、ジャヤヴァルマン７世の父親

であり観音菩薩であると同時にジャヤヴァルマン７世自身でもある本尊を荘厳する役割を担い、

本尊を取り巻くように安置されたことが推察される。

次に、副祠堂群の出入口枠碑文の多くは、南東敷地内副祠堂５の碑文（史料３）のように、カ

ムラテーン・ジャガットを冠する尊像名が、kamrateṅ añ（カムラテーン・アン）を冠する名
前の一部と、deva（デーヴァ、「神」の意）、īśvara（イーシュヴァラ、「支配者」「王」の意）、
īśvarī（イーシュヴァリー、「王妃」の意）等の語尾を組み合わせて成り立っている。これらカム
ラテーン・ジャガットの冠称を伴って祀られた人物は、単独で、あるいは両親をはじめとする近

親者とともに尊格化され、尊像として礼拝されるようになったと考えられる。セデスによると、

10世紀以降の碑文で、カムラテーン・アンは尊像のモデルとなった地方領主等、実在の人物の冠

称として用いられた11）。また、各地方において功績を残した領主がその地方の守護神として尊格

化される際に、カムラテーン・アンの冠称が与えられたとする解釈もある12）。カムラテーン・ア

ンという冠称の明確な意味についてはさておき、これらの出入口枠碑文の記述は、特定の地方領

主（地方神）がジャヤヴァルマン７世によってアンコールのプレア・カンに集められ、そこで何

らかの儀式が執り行われることによって、寺院内に奉納されるに相応しいより上位の尊格となる

べく、地方領主（地方神）にカムラテーン・ジャガットの冠称が与えられ、副祠堂内にその尊像

が安置されたことを示すのではないだろうか。

尊像を安置することが認められた地方領主とは、戦争で活躍したり儀軌祭礼の資財や人員を提

供したりと、当時の王朝に対して何らかの功績を残した人々であったことだろう。地方領主にと

って、プレア・カンに尊像を奉納することは、王に対する忠誠を表明することであったとともに、

アンコール朝から評価を受けた証として一定のステータス・シンボルでもあったと思われる。一

方、王は尊像を寺院内に奉納させることで地方領主をこの寺院に帰属させ、毎年恒例の祭こと等

の際に定期的に参詣させる足掛かりにしたと考えられる。

これら副祠堂群の出入口に残るリンテルには、概して類型 iiiの禅定印仏坐像か、それが削り

10） Jenner 2009: 612

11） Cœdès 1951: 98

12） Jacques 1985
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取られた痕跡あるいは植物文様のような形に改変されたものがみられた。しかしながら、それら

副祠堂群の室内に必ずしも仏教尊像だけが安置されていたとは限らず、ヒンドゥー教の尊像や精

霊信仰の尊像等、各地方領主の信仰を表す礼拝対象物が安置された可能性もある。したがって、

これら副祠堂群の出入口リンテルに施された禅定印仏坐像が、一様に堂内に安置された尊像を表

象する役割を担っていたと言い切ることはできない。

このように、中央主祠堂に祀られた本尊ローケーシャ像を取り巻くように地方領主（地方神）

を祀る副祠堂が次々と建立されるに伴い、中央主祠堂と副祠堂群の間に中心と周縁の関係が築か

れた。中央に祀られたローケーシャ像、すなわち観音菩薩像に対して、類型 iiiの禅定印仏坐像

はその周縁を飾る従属的な図像としての意味、いわばジャヤヴァルマン７世の信仰する仏教へ帰

属する地方領主の象徴として表現された可能性が考えられる。この副祠堂および尊像の奉納は、

地方領主が、形式的ではあれ仏教に属することを示すと同時に、地方領主やその祖先を尊格化し、

ジャヤヴァルマン７世の支配するアンコール朝と王の信仰する仏教へと統合されることを意味し

たと考える。

まとめにかえて ―プレア・カンの尊像配置の変遷とジャヤヴァルマン７世の政治戦略―

以上を、プレア・カン伽藍全体の尊像配置の中で捉えなおしてみたい。中央主祠堂に祀られた

本尊ローケーシャには、観音菩薩としての特性、ジャヤヴァルマン７世としての特性、そしてジ

ャヤヴァルマン７世の父親としての特性という３つの特性が込められていた。このような多義的

な特性を備えた本尊を中心に、その周囲に安置された多様な信仰に属する彫像群にもまた、王の

祖先や、アンコール朝歴代の王、王朝直属の高官、あるいは地方領主やその家族等、個人や祖先

の特性が仮託されていたことが、それぞれの出入口枠に刻まれた碑文の解釈によって明らかとな

った。つまり、プレア・カンの伽藍内に奉納された多様な信仰に基づく尊像群は、個人崇拝や祖

先崇拝という共通の慣行を基底として結びついているといえよう。創建碑文の第158～160偈によ

ると、ジャワとヤヴァナ（安南）、チャムの王たちが聖水を持ってアンコールで行われた祭礼に

定期的に参加していた13）。この記述から、当時アンコール朝の影響力はマレー半島や、ヴェトナ

ム北部、インドシナ南東の東岸と南岸にまで至っていた様子がうかがえる。このように広大な地

域には、おそらく仏教だけでなくヒンドゥー教や精霊信仰等を信仰する人々もいたであろう。

これらを踏まえると、創建時のプレア・カンには、ジャヤヴァルマン７世の影響力が及んだ地

域の人々を統治し、アンコール朝の宗教的、政治的中心性を確立するための装置としての役割が

与えられていたと考えることができよう。そこでは、彫像に個人や祖先の特性を与えて崇拝する

慣行を巧みに利用することによって、１つの寺院内に多様な信仰が混淆する尊像配置が計画され

たと思われる。このように創建時には、第１周壁と周壁内施設群で構成された伽藍中央部の空間

は、ジャヤヴァルマン７世自身であると同時に、王の父でもある本尊とその周囲に高官が付き従

うアンコール朝の中枢部のための空間として計画されたと考えられる。そして、宗教的な枠組み

の上では観音菩薩を本尊とする仏教的世界観が表現された。その中央部の空間に地方領主が入り

込む余地はなかったであろう。

13） Cœdès 1941: 281-282; Maxwell 2007b: 95-98
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しかし創建以降には、伽藍中央部の空間に、地方領主を尊格化した尊像を安置するための副祠

堂が中央主祠堂を取り囲むように増築された。そこには、地方領主たちをアンコール朝ならびに

王朝が信仰する仏教へと帰属させ、地方勢力を統合しようとするジャヤヴァルマン７世の政治的

指向が、創建時の王のそれよりもさらに強まっていったプロセスとして理解できる。

ジャヤヴァルマン７世はその治世に、王都アンコールから遠く離れた地域に寺院建設を通じて

地方拠点を築き、王都と地方を結ぶ王道や石橋を整備し、121カ所に宿駅を、102カ所に施療院

を設置した14）。その支配領域は、東は南シナ海まで、西は現在のタイ領のミャンマー国境付近ま

で、南はマレー半島北岸まで、北はタイ中部のスコータイやラオスのビエンチャンまで拡大され

た。その領土拡大の動きを象徴するかのように、プレア・カン中央主祠堂周囲には、各地の地方

領主（地方神）を祀るための副祠堂が次々と建設された。いわば、この寺院伽藍には、ジャヤヴ

ァルマン７世の統治下で各地の諸勢力が統合されてゆく様相が表現されたと考えることができよ

う。なお、プレア・カンよりも少し後に着工されたと考えられる王都の中心寺院バイヨン15）では、

中央主祠堂の周りを取り囲む小室群の13カ所に地方領主（地方神）の名前が刻まれている16）。創

建以降に副祠堂群を増築して地方領主（地方神）を祀ったプレア・カンとは異なり、バイヨンで

はその配置計画の段階から、地方領主（地方神）が本尊の周りを取り囲む配置構成が計画された

可能性が高い。このバイヨンをはじめとして、ジャヤヴァルマン７世統治期の諸寺院に祀られた

地方領主（地方神）については、今後、プレア・カンにおける研究成果を１つの指標として、出

入口装飾の図像表現や碑文の記述内容を詳細に比較検討してゆく。それによって、王都アンコー

ルと地方拠点との関係や、諸寺院の間に築かれた関係について考察を深めてゆきたい。
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【史料１】プレア・カン創建碑文（K.908）17）

［第34偈］saśrījayavarmmanṛpaś|śrī-jayavarmmeśvarākhyalokeśam|
vedenducandrarūpair|udamīlayad atra pitṛmūrttim||
 It was here (in Jayaśrī / Preah Khan) that King Jayavarman, in the year Form-Moon-Moon-Vedas (1113 or 

1114 Śaka) opened the eyes of [the Bodhisattva] Lokeśa under the name of Lord Jayavarmeśvara [being] 
the image of [his] father.

 「ここ（ジャヤシュリー）に、かのジャヤヴァルマン王は、彼の父親の姿をしたジャヤヴァルメーシュヴ

ァラという名前のローケーシャを、形（1）、月（1）、月（1）、ヴェーダ（３もしくは４）［の年（釈迦暦

1113/14年＝西暦1191/92年）］に開眼させた。」

［第35偈］āryāvalokiteśasya|madhyamasya samantataḥ| śatadvayan trayośītis|tena devāḥ pratiṣṭhitāḥ||
 Around [this] central Ārya-Avalokiteśa he (Jayavarman) established two hundred and eighty-three gods.
 「中心のアールヤ・アヴァローキテーシャ（本尊ローケーシャを指す）の周りに、彼（ジャヤヴァルマン）

は283の諸尊を安置した。」

17） ローマ字への翻字は（Cœdès 1941: 274-275）、英語訳は（Maxwell 2007b: 32-34）による。日本語訳は、これ

ら先行研究をもとに筆者が行った。
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［第36偈］vivudhāś śrītribhuvana|varmmeśvarapurassarāḥ| trayaḥ pratiṣṭhitās tena|pūrvasyān diśi bhūbhṛtā||
 In the eastern direction he, the king, established three gods, beginning with Lord Tribhuvanavarmeśvara.
 「かの王は、東の方角にトリブヴァナヴァルメーシュヴァラをはじめとした３尊を安置した。」

［第37偈］kāṣṭhāyān dakṣiṇasyāṃ śrī| yaśovarmmeśvarādayaḥ| tena pratiṣṭhā devā|viṃśatir dvādaśa uttarā||
 In the southern area, he established thirty-two gods, starting with Lord Yaśovarmeśvara.
 「南側に、王はヤショーヴァルメーシュヴァラをはじめとした32の諸尊を安置した。」

［第38偈］śrīcāmpeśvaravimvādyas|triṃśat paścimatas surāḥ| kauveryāṃ śivapādādyāś|catvāriṃśatpratiṣṭhitāḥ||
 In the west, he established thirty gods, starting with the image of Lord Cāmpeśvara; in the north, forty, 

starting with a Śivapāda.
 「西には、彼（ジャヤヴァルマン）はチャーンペーシュヴァラの像をはじめとした30の諸尊を安置し、北に

はシヴァパーダをはじめとした40の諸尊を安置した。」

［第39偈］eko vrīhigṛhe devaś|caṅkrameṣu punar daśa| catvāraś copakāryāyām|ārogyāyatane trayaḥ||
 One god at the rice-storehouse, then ten in the ambulatories, four in the staging post, and three in the 

hospital.
 「vrīhigṛha（米の保管倉庫）には１尊、caṅkrama（歩道または回廊）には10尊、upakāryā（宿駅）には４尊、

ārogyāyatana（治療のための場所）には３尊安置した。」

［第40偈］dāreṣu ca caturdikṣu|caturviṃśati devatāḥ| ete śatāni catvāri|devās triṃśac ca piṇḍitāḥ||
 Twenty-four deities in the gateways [located] in the four directions. These put together [with the 283 gods 

mentioned in verse 35, make a total of] four hundred and thirty gods.
 「四方の門には24の尊像を安置し、これらはひとまとまりにされた430の諸尊である。」

【史料２】第１周壁東塔門中央東側前室出入口枠に刻まれた碑文（K.621）18）

 kamrateṅ jagat śrīraṇadivyalokeśvara|rūpa ŉnak sañjak harisoma chveṅ||
 「ネアック・サンジャク・ハリソーマ・チュヴェーンの姿をしたカムラテーン・ジャガット・ラナディヴィ

ヤローケーシュヴァラ」

【史料３】南東敷地内副祠堂５の出入口枠碑文（K.907）19）

 kamrateṅ jagat śrīsaṃmadadeva|rūpa kamrateṅ añ śrīsaṃmadakumāra||
 「カムラテーン・アン・サンマダクマーラの姿をしたカムラテーン・ジャガット・サンマダデーヴァ」

18） ローマ字への翻字は（Cœdès 1951: 109; Maxwell 2007a: 125）を参照した。日本語訳は筆者による。

19） ローマ字への翻字は（Cœdès 1951: 107; Maxwell 2007a: 132）を参照した。日本語訳は筆者による。
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付図１　伽藍中央部で主題が確認された出入口装飾とその配置 

ペディメント

 P-1 シーラーニサンサ・ジャータカ

 P-2 禅定印仏坐像

 P-3 戦闘場面

 P-4 禅定印仏坐像

 P-5 神殿の中に立つ男女

 P-6 戦闘場面

ハーフペディメント

 HP-1 サーマ・ジャータカ

 HP-2 シヴィ・ジャータカ

リンテル

 L-1 観音菩薩立像

 L-2 観音菩薩立像

 L-3 禅定印仏坐像

 L-4 観音菩薩立像

 L-5  ヴェッサンタラ・ジャー
タカ

 L-6 禅定印仏坐像

 L-7 ブーリダッタ・ジャータカ

 L-8 禅定印仏坐像

 L-9 観音菩薩立像？

 L-10 禅定印仏坐像

 L-11 仏教三尊像？

 L-12 禅定印仏坐像

 L-13 ムーガパッカ・ジャータカ

 L-14  男女＆ケーシンと戦うクリ
シュナ

 L-15 「仏伝」剃髪

 L-16 禅定印仏坐像

 L-17 禅定印仏坐像

 L-18 観音菩薩立像

 L-19 禅定印仏坐像（崩落）

 L-20  ヴェッサンタラ・ジャータカ
（崩落）

 L-21 禅定印仏坐像

 L-22 ブーリダッタ・ジャータカ

 L-23 ムーガパッカ・ジャータカ

 L-24 禅定印仏坐像

 L-25 禅定印仏坐像
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付図３　第３周壁東塔門で主題が確認された出入口装飾とその配置

リンテル

 L-1 ヴェッサンタラ・ジャータカ（崩落）

 L-2 禅定印仏坐像（崩落）

 L-3 禅定印仏坐像（崩落）

 L-4 禅定印仏坐像

 L-5 禅定印仏坐像（崩落）

 L-6 ブーリダッタ・ジャータカ

 L-7 ヴェッサンタラ・ジャータカ

 L-8 多菩薩立像

 L-9 観音菩薩立像

付図２　第２周壁で主題が確認された出入口装飾とその配置 

ペディメント

 P-1 ブーリダッタ・ジャータカ

リンテル

 L-1 「仏伝」乳粥供養
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付図５　第３周壁西塔門で主題が確認された出入口装飾とその配置

ペディメント

 P-1 水上に浮かぶボートの場面

 P-2 四臂坐像

 P-3 カンサを殺すクリシュナ

 P-4  『ラーマーヤナ』 
ラーマと猿王スグリーヴァ
の同盟

 P-5 踊るシヴァ

リンテル

 L-1 行者坐像

 L-2 カンサを殺すクリシュナ

 L-3 ガルダに乗るヴィシュヌ

 L-4 ヴィシュヌ立像

 L-5  ゴーヴァルダナ山を 
持ち上げるクリシュナ

 L-6  『ラーマーヤナ』 
ラーマとハヌマーンの出会い

 L-7 ケーシンと戦うクリシュナ

 L-8 アリシュタと戦うクリシュナ

ハーフペディメント

 HP-1  ゴーヴァルダナ山を 
持ち上げるクリシュナ

 HP-2  『ラーマーヤナ』 
ヴァーリンとスグリーヴァ
の争い

 HP-3 カーリヤと戦うクリシュナ

 HP-4 カンサを殺すクリシュナ

 HP-5 『ラーマーヤナ』?

付図４　第３周壁南塔門で主題が確認された出入口装飾とその配置 

リンテル

 L-1 禅定印仏坐像（崩落）

 L-2 四臂坐像２体

 L-3 シヴィ・ジャータカ（崩落）

 L-4 ムーガパッカ・ジャータカ
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付図６　第３周壁北塔門で主題が確認された出入口装飾とその配置

備考

１） 崩落し、この塔門北側に置かれているペディメントで、 
当初はこの施設に属していたと考えられる浮彫の主題： 
乳海撹拌、『ラーマーヤナ』インドラジットの魔法で囚われたラ
ーマとラクシュマナ、ガルダに乗るヴィシュヌ

２） 崩落し、南側前室に置かれているリンテルの主題： 
『ラーマーヤナ』ヴァーリンとスグリーヴァの争い、ヴァーリン
を殺すラーマ

リンテル

 L-1 行者坐像

 L-2 行者坐像

付図７　第３周壁内南側副次的伽藍で主題が確認された出入口装飾とその配置

リンテル

 L-1 アイラーヴァタに乗るインドラ ?

 L-2 「仏伝」降魔成道（崩落）

 L-3 禅定印仏坐像（崩落）



− 173 −

付図８　第３周壁内西側副次的伽藍で主題が確認された出入口装飾とその配置

ペディメント

 P-1  ゴーヴァルダナ山を持ち上げる 
クリシュナ

 P-2  放浪者としてのシヴァ

 P-3  ヴィシュヌを中心とした 
ヒンドゥー教の三神像

 P-4 アスラを追うヴィシュヌ

 P-5 ガルダに乗るヴィシュヌ

 P-6  『ラーマーヤナ』 
アヨーディヤーへの凱旋

 P-7 アスラを追うヴィシュヌ

リンテル

 L-1 カーリヤを殺すクリシュナ（崩落）

 L-2 行者坐像

 L-3  ゴーヴァルダナ山を持ち上げる 
クリシュナ（崩落）

 L-4 行者坐像

 L-5 カンサを殺すクリシュナ

 L-6 ケーシンと戦うクリシュナ

 L-7 行者坐像

 L-8 行者坐像
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付図９　第３周壁内北側副次的伽藍で主題が確認された出入口装飾とその配置

ペディメント

 P-1  シヴァを中心とした 
ヒンドゥー教の三神像

 P-2  シヴァを中心とした 
ヒンドゥー教の三神像

 P-3 踊るシヴァ

 P-4  『ラーマーヤナ』 
シーターの神明裁判

 P-5 アスラを追うヴィシュヌ

 P-6  ゴーヴァルダナ山を持ち上げる 
クリシュナ

 P-7  アナンタに横たわるヴィシュヌ

 P-8  『ラーマーヤナ』 
ラーマと猿王スグリーヴァの 
同盟（崩落）

 P-9 ヴィシュヌの超三界

 P-10  シヴァを中心とした 
ヒンドゥー教の三神像

 P-11 踊るシヴァ

 P-12  『ラーマーヤナ』 
アヨーディヤーへの凱旋

 P-13 台座に坐すヴィシュヌ

 P-14  『ラーマーヤナ』 
ランカー島の闘い（崩落）

リンテル

 L-1  『ラーマーヤナ』 
ラーマと猿王スグリーヴァの
同盟

 L-2  『ラーマーヤナ』 
シーターの誘拐

 L-3 ナーガを抱えるガルダ

 L-4  ゴーヴァルダナ山を持ち上げ
るクリシュナ

 L-5 アスラを追うヴィシュヌ

 L-6 行者坐像

 L-7 ガルダに乗るヴィシュヌ

 L-8 行者坐像

 L-9  『ラーマーヤナ』 
ヴァーリンとスグリーヴァの
争い

 L-10  アイラーヴァタに乗るインド
ラ（崩落）

 L-11 行者坐像

 L-12 台座に坐すヴィシュヌ

 L-13 行者坐像

 L-14  『ラーマーヤナ』 
シーターに会うハヌマーン
（崩落）

ハーフペディメント

 HP-1  行者坐像

 HP-2  行者坐像

 HP-3 行者坐像

 HP-4 行者坐像

 HP-5 行者坐像

 HP-6 行者坐像
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付図10　第４周壁東塔門で主題が確認された出入口装飾とその配置

リンテル

 L-1 禅定印仏坐像（崩落）

付図11　第４周壁南塔門で主題が確認された出入口装飾とその配置

リンテル

 L-1 禅定印仏坐像

 L-2 ナーガを抱えるガルダ
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付図12　第４周壁西塔門で主題が確認された出入口装飾とその配置 

付図13　第４周壁北塔門で主題が確認された出入口装飾とその配置 

リンテル

 L-1 禅定印仏坐像

 L-2 禅定印仏坐像

 L-3 観音菩薩立像

ペディメント

 P-1 観音菩薩立像

 P-2 観音菩薩立像

 P-3 四臂立像

 P-4 水上での戦闘場面

リンテル

 L-1 観音菩薩立像


